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練習問題

• 設問１：用語説明
– データマイニングでの用語の定義を確認する

• 設問２：決定木を実行してみる
– 基本的で結果が明示的なモデルで得られる決

定木を実行してみる



設問１

• 下記の用語を簡潔にわかりやすく説明く
ださい

• データマイニング

• 属性

• クラス

• インスタンス

• 学習（される）モデル



設問２

• Wekaに付属するデータセット（任意のデー
タセット）に対して決定木アルゴリズムを適
用する
– データセットの仕様（名前，属性数[名義属性：

数値属性]，インスタンス数，クラス数，問題設
定（クラスは何を意味しているか））

– 結果の画面（テキスト，図）

– 結果の説明・考察



練習問題の解答



設問１の回答

• データマイニング
– 蓄えられたデータから有用なパターンや知識を見つけ

出すこと（何が「有用」かはデータマイニングが行われ
る場面によって決まる）

• 属性
– 観測される各事例を様々な側面から特徴づけするた

めの変数
– 名義値が与えられる名義属性と数値が与えられる数

値属性の２種類が一般的に扱われる
– 説明変数とも呼ばれる



設問１の回答

• クラス
– ある視点をもってインスタンスを分類した際につけら

れたラベル
– 目標概念や目的変数と呼ばれる

• インスタンス
– 各属性に具体的な値（数値，名義値）与えたもの
– 観測される１事例が１インスタンスに相当する

• 学習されるモデル
– 所与のデータセットから得られるタスクに必要な情報

（分類タスクならば，分類ルールや決定木）



練習問題　設問２の解答
！！！Wekaのヴァージョンは3-2-3です！！！



属性数を数える
Base relationのところにAttributes(属性数)として出ている
→　後でクラスの分を引く



名義属性を数える

一一属性毎に見ていくと，属性毎に見ていくと，Attribute InfoAttribute Infoのの
内容が変わる内容が変わる

Type:Type:ががNominalNominalならば，名義属性ならば，名義属性
→　後でクラス属性の分を引く→　後でクラス属性の分を引く



数値属性を数える

一一属性毎に見ていくと，属性毎に見ていくと，Attribute InfoAttribute Infoのの
内容が変わる内容が変わる

Type:Type:ががNumericNumericならば，数値属性ならば，数値属性



問題設定を調べる

• *.arffファイルをMedowやWordで開き，ドキュ
メントを読む

• ドキュメントが無い場合，属性名とクラス名
や実行結果から推測する

• 本来のデータマイニングでは，問題（クラス）
を設定するのはとても重要な仕事！！



決定木を実行する（１）
Classifyのタグを選択



決定木を実行する（２）

Classifierの下のテキスト(ZeroRと出ているところ)をクリック



決定木を実行する（３）

新しく出てきたウィンドウのプルダウンメニューをクリック



決定木を実行する（４）

決定木（J48.j48）をクリック



決定木を実行する（５）

今回はパラメータの調整は行わず，単に“OK”をクリックする



決定木を実行する（６）
性能（正解率など）の評価の仕方を設定する
　→　今回はこのままで良い
　　　　（別の評価法の場合は，理由を説明）



決定木を実行する（７）
クラスを決定
　→　今回はこのままで良い
　　　　（“(Nom)”となっている名義属性をクラスにすることが可能）



決定木を実行する（８）
Startをクリック



決定木の実行結果（１）

結果の先頭には訓練データセットと結果の先頭には訓練データセットと
実行したスキームの情報が表示される実行したスキームの情報が表示される



決定木の実行結果（２）
訓練データセットから得られる訓練データセットから得られる
決定木の表示決定木の表示
（（葉の数と木のノード数が続く）葉の数と木のノード数が続く）



決定木の実行結果（３）

分類結果についての分類結果についての
統計情報が表示される統計情報が表示される
（（今回は今回はTest OptionTest Optionからから
　　1010--fold fold CrossValidationCrossValidation
　　による結果が表示されによる結果が表示され
　ている）　ている）

Confusion MatrixConfusion Matrixは列が決定木による予測結果は列が決定木による予測結果
行が正解のクラス（右下がりの対角線が正しい予測）行が正解のクラス（右下がりの対角線が正しい予測）



決定木の実行結果の処理
（テキスト）

１．Result listのj48.J48を右クリック

２．Save result bufferを
クリックし，結果を保存



決定木の実行結果の処理
（図：その１）

１．Result listのj48.J48を右クリック

２．Visualize treeを
クリック



決定木の実行結果の処理
（図：その２）

１．新たに出てきたウィンドウで右クリック
　　（右クリックの前にウィンドウの大きさを調整してもよい）

Fit to Screenをクリック（選択）すると，木の図がウィンドウに納まる



決定木の実行結果の処理
（図：その２）

Alt+PrintScreenを押してから，
木の表示されているウィンドウをクリックする



結果の説明・考察のポイント

• 決定木の枝分かれがどのような条件で起
こっているのか

• 決定木をかけることにより，データセットか
ら何を得たのか

• 決定木を使って何ができるのか



注意事項

• この練習問題は静岡大学情報学部　学部
共通専門科目「知識システム論」の中で利
用した課題を元にしています．

• 用語の定義は一部の定義にすぎないかも
しれません．より詳しい解説はWeb上のリ
ソースや書籍を参照してください．
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